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森
ぬ
埋
謙
は
承
雁
響
ご
牛
六
日
月
・
†
・
九
日
揺
津
一
同
漏
慨
に
生
れ
九
。
　
そ
の
V

家
は
世
々
讐
を
業
と
し
た
が
、
彼
ば
叉
儒
學
に
志
を
有
し
、
學
を

黒
川
道
砧
及
松
永
昌
易
に
受
け
た
。
業
成
る
や
、
水
戸
義
公
彼
を

藩
邸
に
召
し
、
大
日
本
史
を
修
せ
し
め
た
Q
彼
は
享
保
六
年
三
月

六
十
九
歳
に
し
て
浸
し
た
。
か
、
そ
の
入
と
な
り
は
安
積
澹
泊
の
筆

に
成
る
放
鰻
塾
森
君
之
墓
誌
銘
に
詳
し
い
。

　
君
孝
謹
三
二
、
糠
慨
爾
氣
節
、
博
渉
群
籍
、
沿
易
通
大
義
、
黛
饗
佛
敏
、
．

　
精
研
聖
運
、
砥
礪
文
章
、
多
所
論
蓮
、
労
攻
武
技
、
講
難
兵
書
、
善
意

．
劔
、
識
者
可
之
㍉
蓋
世
所
謂
直
指
流
看
也
、
好
議
論
古
今
、
商
較
成
敗
、

　
誘
鍍
後
蓮
、
礫
々
不
倦
、
義
班
辻
三
毅
然
無
二
囲
遜
、
讃
…
但
挙
世
、
人

　
以
爲
迂
、
而
港
詣
三
唱
、
未
易
窺
測
…
…
管
憂
二
世
、
軒
悪
馬
命
、
唯

　
蝿
浦
腔
、
側
懸
之
心
、
即
是
斑
生
、
榮
擁
之
性
、
無
偏
無
償
、
輿
物
無

　
競
、
君
能
達
此
理
亦
可
日
記
政
、
胡
爲
乎
驚
然
而
去
、
丈
夫
藍
縮
事
定
り

　
即
ち
、
彼
は
博
學
に
し
て
、
儒
佛
に
通
じ
、
然
も
學
周
に
於
て
無

偏
無
黛
の
態
度
を
持
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
が
倣
塾
と
號

し
、
不
染
居
士
と
零
し
た
の
も
、
彼
の
こ
の
立
場
を
示
し
た
も
の
で

あ
ら
・
。
（
彼
が
吐
く
挿
し
た
の
ほ
支
那
草
藁
の
學
者
に
し
て
「
護
法
論
し
の
．
著
看
張
無
霊
居
士
商
英
に
猟
つ
兎
も
の
で
あ
ら
う
か
。
）

　
小
宮
出
昌
秀
の
誉
蕾
得
聞
に
よ
れ
ば
，
爾
志
に
は
「
護
法
賛
治

論
と
云
ふ
署
あ
り
、
三
論
は
無
偏
無
叢
を
以
て
烹
と
し
、
儒
佛
を

混
じ
て
｝
と
せ
り
、
援
引
三
一
そ
の
用
意
も
至
っ
て
精
詳
な
り
、

安
積
老
牛
之
を
非
と
し
、
書
を
輿
へ
て
雫
辮
せ
り
。
爾
謙
遽
に
服

し
て
其
稿
を
焚
け
る
よ
し
云
々
」
と
あ
る
が
、
爾
謙
が
澹
泊
に
與
へ

嚢
、
歌
の
中
に
も
、
嘗
て
無
偏
無
醤
究
業
醗
藁
僑
雑

鱗
縛
）
を
著
は
し
、
澹
泊
の
怒
を
買
っ
て
焼
棄
を
命
ぜ
ら
れ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
あ
る
。

実
不
解
摂
理
、
漫
致
鍛
誘
、
是
務
致
未
足
継
し
と
蓮
べ
た
こ
と

（17・S）



や
、
「
儒
繹
は
其
跡
を
異
に
す
る
も
、
妾
、
の
淵
源
を
求
む
れ
ば
一

難
貫
す
、
所
謂
茎
響
ほ
何
ぞ
覆
・
本
然
之
炸
燭
」
（
舗

歌
）
と
云
っ
て
み
る
こ
と
硲
、
彼
の
態
度
は
量
れ
る
が
、
護
法

資
治
論
な
る
言
葉
は
彼
に
從
へ
ば
「
転
回
皆
紅
護
二
繹
正
法
一
、
用

〆
繹
而
資
二
儒
治
政
ご
主
旨
に
と
り
佛
法
の
理
論
亦
儒
敏
と
同
じ
く

政
治
に
資
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
述
べ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
か
・
る
論
が
水
戸
の
史
官
た
り
し
者
の
手
に
よ
っ
て
出
現
し

た
こ
乏
は
蓋
し
正
に
青
天
の
辟
憲
で
あ
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
云
．
幽

ま
で
な
く
當
時
儒
學
の
興
隆
と
共
に
排
佛
の
機
溢
乳
り
、
佛
羅
氏

の
設
は
一
と
し
て
斥
け
ら
れ
ざ
る
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か

・
る
時
に
於
て
、
此
の
如
き
論
の
出
現
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ち
う
か
。

一

　
日
本
近
世
の
初
頭
に
於
て
獲
麟
が
復
興
す
る
や
、
そ
の
指
導
的

立
場
に
立
つ
た
思
想
は
儒
教
で
あ
っ
た
が
、
儒
教
の
持
つ
合
理
主

義
は
佛
教
思
想
の
排
撃
に
働
き
、
儒
佛
の
抗
雫
と
云
ふ
こ
と
は
↓

近
世
史
上
の
否
日
本
思
想
史
上
の
劃
期
的
事
件
を
な
し
て
み
る
。

　
　
　
　
　
届
書
謙
と
護
法
資
治
論

儒
佛
が
我
國
に
渡
署
し
て
以
來
多
年
月
を
経
過
す
る
も
、
そ
の
間

何
等
の
衝
突
ら
し
き
衝
突
を
見
な
か
っ
た
こ
と
は
、
儒
敏
思
想
が

か
・
る
本
質
に
似
て
理
解
さ
れ
て
み
な
か
っ
た
こ
と
や
、
宋
儒
の

學
が
凶
徒
の
手
に
由
て
學
ば
れ
た
こ
と
に
原
因
し
て
み
る
で
も
あ

ら
う
。
又
中
世
に
於
け
る
墨
筆
日
工
劣
等
に
見
ら
れ
る
思
想
に

は
，
稽
、
儒
畢
の
合
理
主
義
へ
の
理
解
を
窺
・
勘
こ
と
が
出
罵
る
と

は
云
へ
、
な
ほ
そ
れ
が
佛
教
と
封
立
の
形
に
於
て
は
現
は
れ
て
き

て
る
な
い
。
が
、
近
世
初
頭
に
於
け
る
儒
佛
の
關
係
は
全
く
之
と

異
な
っ
て
み
る
。
其
慮
に
は
新
し
き
世
界
観
の
出
現
が
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
儒
學
思
想
の
興
隆
こ
そ
、
中
世
と
近
世
と
を
鯖
劃
す
る

新
し
き
心
的
態
度
へ
の
轄
贋
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

近
世
の
儒
教
は
、
ま
つ
、
佛
敏
的
世
界
槻
か
ら
脱
會
を
解
放
し
て
、

現
實
界
に
縛
ぜ
し
め
，
そ
の
合
理
主
義
を
以
て
、
佛
教
思
想
の
も

つ
葬
合
理
を
排
す
る
と
共
に
、
實
践
倫
理
を
唱
へ
た
と
こ
ろ
に
そ

の
特
質
を
持
つ
が
、
こ
の
敵
に
儒
學
の
思
想
は
、
か
の
啓
蒙
の
思

想
に
も
比
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
る
。
而
し
て
、
近

世
排
佛
の
原
素
と
し
て
は
、
中
世
以
尾
燈
貸
し
つ
・
あ
っ
た
寺
院

僧
侶
の
堕
落
、
佛
教
の
形
式
化
等
が
重
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
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と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
し
、
思
想
史
の
問
題
と
し
て
は
、
儒

教
思
想
の
佛
教
思
想
克
服
の
内
的
事
實
が
よ
り
大
な
る
意
義
を
欝

つ
の
で
あ
る
。
∵
般
に
、
排
佛
は
儒
二
者
の
も
つ
傾
向
で
あ
る
が
、

そ
の
一
つ
は
儒
墨
の
合
理
主
義
的
精
聯
で
あ
り
、
他
は
佛
教
思
想

を
似
て
人
倫
に
背
反
す
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
勿
論
こ
の
一
ろ

は
差
別
さ
る
べ
き
も
の
で
も
な
く
、
根
抵
に
於
て
は
一
に
露
せ
ら

る
べ
き
で
あ
ら
う
。
た
ゴ
前
者
は
佛
教
の
思
想
的
内
容
を
深
く
衝

き
、
後
者
は
佛
者
の
臼
常
道
徳
的
方
薗
を
衝
い
た
の
で
あ
っ
た
。

更
に
云
へ
ば
、
前
者
は
、
入
智
言
上
の
も
の
を
排
斥
し
、
後
者
は

倫
理
批
判
殊
に
勧
善
懲
悪
的
態
度
と
し
て
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。

か
様
に
し
て
、
近
世
初
期
に
於
け
る
排
佛
の
傾
向
は
野
掛
の
各
派

に
通
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
批
判
が
輩
な
る
佛
徒
の
現
實
的
倫

理
的
堕
落
に
封
ず
る
攻
撃
に
と
ゾ
ま
ら
す
、
佛
教
思
想
そ
の
も
の

　
の
根
抵
を
衝
い
た
と
こ
ろ
に
、
佛
者
に
と
っ
て
の
決
定
的
な
打
撃

が
あ
っ
允
の
で
あ
る
。
怯
者
と
し
て
も
、
こ
の
儒
者
側
か
ら
の
攻

、
灘
に
封
し
て
は
虞
創
な
る
鍬
抗
を
試
み
た
こ
と
勿
論
で
あ
っ
て
、

近
世
に
於
て
現
は
れ
た
儒
佛
一
致
を
弾
道
し
九
諸
書
、
例
へ
ば
、

儒
落
合
論
、
二
教
合
禦
論
其
他
＋
指
に
餓
る
も
の
は
、
佛
徒
の
思
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想
的
抗
雫
を
窺
は
し
む
る
重
要
な
る
講
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
は
中

世
に
於
て
見
ら
れ
た
儒
佛
融
合
と
云
ふ
如
き
も
の
で
は
な
く
、
滅

び
行
く
彿
教
思
想
の
中
に
在
て
の
傷
ま
し
き
罷
験
の
中
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
り
，
悲
聖
な
る
眞
創
味
の
籠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
い
ふ
ま
で
も
な
い
，
こ
れ
ら
の
諸
書
が
、
儒
學
の
党
服
を
目
標

と
せ
す
し
て
、
儒
佛
一
致
の
平
明
に
腐
心
し
た
と
こ
ろ
に
、
之
の

思
想
的
弱
味
を
見
得
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
あ
ら
ゆ
る
紳
秘
的
、

超
越
的
思
想
は
佛
教
の
み
な
ら
す
、
邪
道
す
ら
。
儒
學
の
合
理
主

義
的
、
實
蔑
道
徳
的
思
想
の
前
に
服
し
た
の
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
、

か
く
佛
教
思
想
を
克
服
し
た
と
こ
ろ
の
儒
墨
の
合
理
主
義
ま
た
道

徳
的
批
判
の
精
紳
は
健
實
に
畿
展
し
た
か
と
言
ふ
に
決
し
て
さ
う

で
は
な
か
っ
た
。
佛
教
思
想
の
持
つ
紳
秘
的
な
彼
岸
的
な
も
の
に

よ
っ
て
厘
縮
さ
れ
た
人
間
精
工
を
、
こ
の
現
製
塩
に
引
き
増
す
こ

と
が
儒
畢
の
使
命
で
あ
っ
九
の
で
あ
る
が
、
時
の
纏
過
と
共
に
こ

の
本
來
の
立
、
場
は
失
は
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
，
こ
の
こ
と
は
、

歴
史
事
象
の
批
判
に
於
て
明
瞭
に
認
め
得
ら
れ
る
。
墜
ち
、
儒
學

は
倫
理
墨
的
批
判
、
糊
善
懲
悪
的
批
判
な
る
が
敏
に
、
歴
史
事
實

を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を
不
可
能
な
ら
し
め
、
正
し
歯
歴
史
的
「

（1so）



意
識
の
通
達
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
換
雷
す
れ
ば
、
下
墨
は

合
理
主
義
に
立
つ
が
故
に
、
ま
つ
理
姓
的
認
識
以
外
の
も
の
を
拒
．

否
す
る
傾
向
を
持
つ
が
、
夏
に
、
そ
れ
は
實
讃
的
な
る
も
の
を
輕

ん
す
る
傾
向
を
帯
び
て
き
丸
。
郎
ち
、
そ
れ
は
、
理
性
と
云
ふ
如

き
、
道
徳
と
云
ふ
加
き
規
準
を
以
て
臨
む
が
故
に
、
慣
値
あ
り
と

さ
る
」
も
の
は
、
こ
の
規
準
に
適
つ
た
も
の
の
み
で
あ
り
，
存
在

す
る
も
の
は
、
事
象
の
密
な
る
聯
關
の
中
に
於
て
把
握
さ
れ
な

い
。
理
性
や
道
徳
等
の
規
範
の
認
め
る
恥
辱
は
一
つ
の
紬
象
的
な

も
の
で
あ
っ
て
、
之
に
合
す
る
事
象
の
み
が
償
値
あ
り
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
こ
ろ
が
ら
、
環
實
に
あ
る
も
の
は
、
そ
の
ま
蕊
に
理
解
さ
れ

す
、
繋
累
者
の
歴
史
解
繹
は
、
右
の
如
き
規
準
に
適
・
轟
事
例
蒐
集

に
さ
へ
堕
し
た
の
で
あ
る
、
こ
う
云
ふ
こ
と
は
，
儒
學
本
職
の
精

瀞
に
背
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
、
實
際
に
診
て
、
こ
の
精
憩

の
失
は
れ
つ
・
あ
っ
た
こ
と
は
、
見
逃
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
二

っ
て
こ
の
傾
向
は
、
往
々
に
し
て
、
猫
断
論
に
隔
る
と
共
に
、
繧

験
を
違
ざ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
察
廉
な
る
理
論
と
形
式
化
と

に
．
低
卑
な
る
主
観
主
義
に
ま
で
堕
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

；
森
樹
謙
と
護
法
資
治
論

　
近
世
思
想
界
に
於
け
る
古
色
や
國
學
は
、
右
の
如
き
儒
學
の
思

想
に
饗
す
る
反
抗
と
し
て
必
然
的
に
興
隆
し
來
つ
た
も
の
と
考
へ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
者
の
思
想
的
中
間
に
立
つ
も
の
と
し
て

儒
考
側
の
儒
佛
一
致
論
の
田
翁
を
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
と
思
ふ
の

で
あ
る
。
雨
森
芳
洲
の
橘
窓
茶
話
、
森
倫
謙
の
護
法
資
治
論
は
、

そ
の
代
表
的
の
も
の
と
云
ひ
得
ろ
で
あ
ら
う
α
之
は
、
冷
静
な
る

批
判
的
傾
向
の
起
り
來
つ
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

今
前
者
は
姑
く
之
を
措
く
。
護
法
資
治
と
は
前
に
も
蓮
べ
た
如
く

佛
法
を
護
っ
て
政
治
に
資
す
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
僑
謙
は
、

近
世
初
頭
來
、
儒
墨
が
今
ま
で
述
べ
來
つ
た
如
き
径
路
を
辿
つ
、

あ
っ
た
こ
と
、
叉
排
佛
が
餓
り
に
熾
列
に
な
る
…
方
佛
詮
の
根
本

理
論
が
毫
も
省
み
ら
れ
ざ
ら
ん
と
す
る
傾
向
を
看
破
し
て
み
た
。

彼
の
護
法
資
治
論
は
此
の
如
き
潮
流
の
中
に
立
ち
、
然
も
、
儒
學

の
系
統
に
噂
し
た
も
の
紮
佛
論
擁
護
の
理
論
と
し
て
一
異
彩
を
放

つ
も
の
で
あ
．
つ
た
と
云
ひ
得
る
。
然
し
て
，
彿
読
の
根
本
義
を
關

明
し
て
、
そ
の
正
し
き
立
場
を
擁
護
す
る
こ
と
こ
そ
護
法
で
あ

り
、
治
六
四
、
天
下
を
根
本
と
す
る
儒
教
と
咽
ん
で
、
佛
教
に
も
亦

其
奥
底
に
於
て
政
治
を
指
導
す
べ
き
も
の
あ
る
こ
と
を
關
明
せ
ん

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
第
四
號
’
　
八
五
九

（　1，91　）



　
　
　
　
　
森
術
謙
と
護
法
資
漕
論

と
す
る
の
が
資
治
論
の
主
蹟
な
の
で
あ
っ
た
。

三

　
彼
は
、
先
づ
こ
の
論
を
な
す
に
當
っ
て
、
不
偏
不
惑
の
立
場
を

標
榜
す
る
。
從
っ
て
こ
の
立
場
か
ら
彼
は
、
儒
家
叢
び
に
佛
家
が

他
教
を
理
解
せ
す
し
て
之
を
排
す
る
こ
と
の
非
理
を
責
め
た
。

　
末
法
之
患
霜
不
知
他
、
而
亦
於
己
法
、
不
レ
究
＝
源
委
一
筆
毅
隅
他
敏
㌦

　
習
以
爲
レ
粋
士
覚
不
レ
知
レ
彼
且
不
レ
知
レ
己
也
Q
在
幣
禰
者
旧
不
レ
知
隷
氏

　
眞
實
㌦
只
謂
浮
屠
異
端
當
レ
作
＝
編
戸
氏
一
、
三
二
二
道
H
二
三
言
脅
蓮
二
品

　
意
一
便
言
西
城
之
敦
不
二
利
子
八
一
へ
灘
二
二
然
、
不
レ
通
・
世
法
一
揃

　
論
陣
痴
人
導
、
皆
不
知
之
渉
口
無
護
法
資
治
論
入
㎜
）

　
藪
に
、
彼
は
、
総
て
そ
の
本
に
還
っ
て
之
を
究
め
ん
こ
と
を
要

求
す
る
。
そ
し
て
、
彼
が
臼
指
し
た
と
こ
ろ
は
、
儒
、
佛
、
紳
に

於
け
る
相
蓮
は
何
虚
に
存
す
る
か
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
即

ち
、
感
情
の
み
に
よ
っ
て
相
互
に
排
擁
す
る
こ
と
を
斥
け
た
彼

は
、
佛
典
儒
典
そ
の
も
の
命
解
繹
磯
明
に
よ
っ
て
、
各
教
學
の
立

揚
を
比
較
考
究
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
彼
の
糞
見
し

た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
儒
佛
は
其
泌
を
殊
に
す
る
も
、
其
理
を
同
■

じ
ズ
す
る
と
云
ふ
事
で
あ
り
、
我
事
の
歴
史
に
潮
っ
て
は
、
嘗
て

　
　
　
　
　
第
二
十
…
巻
　
麓
ザ
四
號
　
　
　
八
山
ハ
○

は
、
儒
、
佛
、
紳
、
三
者
共
に
、
國
家
政
治
の
資
と
な
っ
て
み
た

が
敏
に
、
三
者
は
互
譲
互
助
の
精
融
に
由
て
相
礎
携
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
彼
は
儒
佛
二
典
の
精
密
な
る
比
較
研
究
を
行
ひ
、
そ
こ
に
儒
佛

二
敏
の
類
似
鮎
は
多
く
指
嫡
さ
れ
て
る
る
が
、
今
そ
の
二
三
を
暴

ぐ
る
な
ら
ば
、
易
に
「
無
思
蕪
爲
、
寂
然
不
動
、
感
而
通
天
下
之

故
」
と
あ
る
は
、
佛
典
の
「
脚
線
赴
ヒ
感
、
無
ド
不
ド
遍
」
で
あ
り
「
仁

者
見
ピ
之
臼
ド
仁
、
智
者
見
〆
能
事
智
、
百
姓
日
用
而
不
〆
知
」
と
あ

る
は
、
佛
典
に
云
ふ
「
入
々
具
足
、
眞
魏
妙
用
也
し
に
等
し
き
も
の
で

あ
る
と
し
た
（
一
1
5
）
。
叉
、
連
子
に
、
「
君
子
遠
庖
騎
」
之
あ
る
こ

と
や
、
程
明
道
が
竿
を
以
て
飛
鳥
を
嘉
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
事
等

は
、
鹿
砦
の
不
殺
生
で
あ
っ
て
、
不
殺
生
は
蕾
に
古
言
の
訓
の
み

で
は
な
い
と
論
じ
（
揚
）
、
叉
、
儒
佛
共
に
凝
の
読
あ
り
、
易

に
、
「
積
善
之
家
有
謝
絶
、
積
不
善
之
家
長
鯨
挾
」
と
云
ひ
、
「
天

道
鵬
善
渦
淫
」
と
云
ふ
事
や
、
害
経
の
「
作
μ
善
降
雌
之
百
面
一
爲
二
不

善
㎜
降
瓢
之
百
獄
乙
と
記
せ
る
こ
と
、
古
び
に
春
秋
の
書
す
る
と
こ

ろ
、
通
志
糊
厨
の
還
す
る
と
こ
ろ
、
皆
善
悪
霜
眉
、
、
天
馬
自
然
の

因
果
六
扇
の
理
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
り
三
8
0
）
、
儒
教
に
も
佛

（　IS2　）



教
同
様
無
常
観
の
あ
る
こ
と
を
蓮
べ
、
夏
に
、
儒
教
の
「
先
天
下

之
憂
而
憂
、
後
天
下
之
樂
蒲
樂
」
と
云
ふ
治
國
の
精
紳
は
、
菩
薩

の
所
願
「
若
従
軍
一
切
衆
生
悉
皆
成
佛
者
、
我
不
二
醗
酵
一
」
と
相

姦
る
も
の
で
あ
り
（
三
畑
）
、
か
－
し
て
彼
は
、

　
大
義
修
均
齊
家
治
国
亭
天
下
之
教
、
聖
人
王
道
印
菩
薩
大
乗
之
法
尋
、

大
凡
儒
六
経
論
霧
婁
癸
仁
祷
震
佛
纏
也
（
黒
）

と
の
結
論
に
達
し
、
「
孔
子
繹
迦
殊
〆
塗
同
〆
錨
」
で
あ
り
、
こ
・
に

儒
、
佛
は
そ
の
根
本
に
於
て
全
然
一
致
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
、
然
し
、
既
に
比
べ
た
如
く
、
彼
は
爾
者
の
理
の
一
致
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
め
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
迩
に
於
て
は
爾
者
共
其
異
な
る
特
質
を

持
つ
こ
と
を
見
た
の
で
あ
っ
て
、
我
々
は
こ
の
特
質
に
三
っ
て
爾

者
を
併
用
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。
彼
が
「
治
世
の
法
は
聖
人

大
陸
の
教
に
從
ひ
、
出
世
の
道
は
能
仁
寂
激
の
説
に
從
ふ
べ
く
出

世
の
教
を
以
て
治
世
せ
ん
と
す
る
が
瞥
誤
る
し
（
六
鰹
）
と
言
っ

た
の
は
、
こ
の
考
を
示
し
九
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

而
し
て

　
以
レ
武
定
レ
蹴
合
丈
理
、
是
儒
藥
之
研
レ
治
也
、
霊
魂
其
心
、
　
去
レ
非
捨

・
邪
、
轟
藥
所
・
毬
、
叢
悪
寒
・
蓑
」
（
四
囲
）

す
る
の
で
あ
り
、
「
儒
贋
二
陽
徳
一
、
車
室
蔭
徳
“
、
儒
濟
一
人
物
一
、

　
　
　
　
　
森
伺
謙
と
護
法
資
沿
論

佛
一
二
幽
明
一
、
儒
明
二
禮
儀
一
、
佛
明
二
心
性
一
、
儒
越
階
一
生
前
町
、
佛

學
二
死
後
下
（
一
3
1
）
と
各
々
そ
の
猫
自
の
立
揚
を
持
つ
が
故
に
、

「
其
本
題
」
而
其
跡
異
」
な
る
以
上
は
、
「
至
ゾ
論
二
世
法
一
、
錐
二
沙

門
耶
一
、
不
ド
可
〆
不
口
写
ド
儒
」
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
彼
は
、
孤

山
智
圓
が
「
非
二
仲
尼
之
教
一
、
不
〆
得
二
國
治
濃
墨
身
安
一
」
と
云
っ

左
婁
援
用
し
て
、
一
団
の
領
域
を
規
定
し
た
が
（
島
）
、
こ
れ

こ
そ
、
彼
に
於
け
る
猫
創
的
論
鮎
．
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事

に
就
て
は
、
な
ほ
後
に
鯛
れ
る
が
、
儒
学
の
二
者
が
そ
の
本
來
の

領
域
を
守
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
相
互
の
排
摺
は
な
く
そ
れ
が
難
　
て

政
治
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
の
が
彼
の
考
で
あ
っ
九
一
、

　
然
ら
ば
、
我
國
に
於
け
る
儒
，
佛
の
相
互
排
斥
は
何
に
起
因
し

て
み
る
の
で
あ
ら
う
か
。
彼
は
云
ふ
、
「
我
大
日
本
は
沸
道
を
獄

て
教
を
設
け
、
慮
紳
帝
以
來
儒
教
以
て
興
り
、
欽
明
帝
以
來
佛
法

是
弘
ま
る
。
昔
は
憩
、
儒
、
佛
、
三
教
あ
っ
て
以
て
邦
家
を
治
め

た
」
が
後
世
佛
教
は
「
佛
の
云
は
ざ
る
所
を
唱
へ
、
佛
の
爲
さ
穿

る
と
こ
ろ
を
行
ひ
、
臥
像
の
敏
は
、
末
法
の
機
に
堪
へ
ざ
る
も
の

と
し
て
新
に
淺
近
の
説
を
作
り
、
諸
撚
の
心
を
喜
ば
し
め
、
俗
民

皆
無
智
な
る
旙
暉
々
と
し
て
皆
こ
の
淺
近
の
説
を
信
ず
る
に
至

　
　
　
　
　
第
二
十
一
雀
〕
　
第
四
號
　
　
　
八
山
面
一

（IS3）



　
　
　
　
　
森
術
謙
と
護
法
資
治
論

っ
た
（
轟
）
。
彼
に
從
へ
ば
こ
の
繕
佛
敏
女
、
の
本
來
の
難

を
失
っ
た
と
こ
ろ
に
、
儒
佛
の
衝
突
の
原
因
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
佛
教
本
來
の
精
紳
に
は
、
非
難
さ
る
べ
き
も
の
は
な

い
。
程
明
道
が
嘗
て
、
表
書
を
讃
み
、
櫓
の
威
儀
を
見
て
「
三
代

之
威
儀
蓋
在
〆
是
塗
と
嘆
じ
を
と
や
（
羨
）
、
李
が
佛
教
に

封
レ
て
「
繹
老
之
書
、
極
有
ご
高
階
者
「
羅
氏
之
徒
、
爲
〆
學
精
專
」

と
感
嘆
せ
る
こ
と
は
（
一
1
8
）
、
佛
詮
の
如
何
に
正
し
き
も
の
な
る

が
を
示
せ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
が
更
に
、
国
乱
に
至
っ
て
、
爾
者

の
隔
離
が
甚
し
く
な
っ
た
理
由
は
全
く
宋
儒
道
學
の
都
鄙
に
普
及

し
た
こ
と
に
あ
る
と
し
た
。
卸
ち
、
我
國
に
於
て
は
、
佛
法
の
傳

來
以
來
、
弘
安
年
中
に
至
る
ま
で
、
法
師
に
し
て
、
一
宗
を
興
立

す
る
も
の
も
、
未
だ
嘗
て
、
麹
町
の
語
を
成
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
．
之
は
世
上
佛
を
論
破
す
る
人
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然

る
に
、
天
正
末
よ
り
慶
長
の
始
に
か
け
て
、
宋
儒
道
學
が
都
郡
に

及
ぶ
に
從
ひ
、
庶
人
に
し
て
四
書
を
脅
讃
せ
ざ
る
も
の
な
く
、
佛
敏

に
關
し
て
「
異
端
虚
無
寂
滅
之
教
、
其
高
遠
愚
二
大
學
一
而
無
ド
實
」

（
瓢
箪
）
と
か
室
・
於
老
佛
之
徒
出
端
彌
近
・
需
大
堺
、
奥
旨
L

（脚

f
）
と
云
ふ
如
零
毛
巻
ざ
る
語
が
見
童
の
心
に
出
、
で
浸

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巻
第
四
號
八
六
二
、

黒
し
、
世
を
あ
け
て
之
に
赴
き
、
遽
に
は
、
幌
窩
、
意
林
庵
、
由

崎
闇
齋
の
如
く
袈
裟
を
講
じ
て
儒
服
を
纒
ふ
も
の
さ
へ
現
は
る
」

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
然
ら
ば
、
か
く
し
て
藤
成
さ
れ
た
排
佛
の
理
論
盤
根
糠
は
何
虚

に
在
っ
た
か
。
勿
論
、
そ
れ
は
上
等
の
如
き
「
高
遽
な
れ
ど
も
實

無
し
」
と
云
ふ
こ
と
や
「
理
に
近
く
し
て
大
い
に
其
を
亙
る
」
と
云

ふ
に
在
つ
九
の
で
、
畢
讃
す
る
に
、
儒
敏
に
云
ふ
と
こ
ろ
は
、
實

際
的
に
承
認
し
得
な
い
荒
誕
無
稽
な
も
の
と
す
る
所
に
在
る
と
し

た
、
，

　
思
ふ
に
、
近
世
に
於
け
る
儒
佛
の
思
想
抗
雫
の
中
心
は
、
云
．
講

ま
で
も
な
く
此
黙
に
在
っ
た
。
ご
冨
に
し
て
云
へ
ば
、
佛
に
云
ふ

超
越
的
紳
秘
的
な
る
も
の
・
肯
定
、
否
定
が
爾
者
の
立
場
を
決
定

し
て
み
る
の
で
あ
る
。
之
に
就
て
、
零
露
は
次
の
如
く
論
じ
て
佛

教
の
爲
に
同
じ
た
。

　
正
嵐
肌
レ
書
皆
詑
二
重
夢
非
雷
撃
レ
佛
云
器
之
者
、
若
二
其
聯
異
感
験
・
戒
定

　
慧
之
祈
隠
薫
獲
一
両
藤
コ
奇
法
論
構
之
所
作
一
」
（
一
3
1
）

こ
の
論
、
飾
る
不
徹
底
の
感
な
き
を
得
な
い
が
、
然
し
、
彼
が
儒

敏
な
ら
び
に
外
道
と
云
は
れ
た
天
主
教
の
實
詮
的
態
度
に
封
し
て

（　IS4　）



そ
れ
が
餓
り
に
外
的
で
あ
り
、
内
面
的
深
奥
性
な
き
故
に
佛
教
に

及
ば
ざ
る
所
遠
し
と
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
儒
以
レ
驚
レ
教
・
多
量
レ
疑
於
翼
暫
不
レ
見
二
士
也
繍
、
佛
以
二
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
た

　
濾
∵
爲
レ
三
三
二
人
所
σ
不
レ
能
レ
見
、
而
分
明
説
レ
之
Q
如
＝
天
彙
馳
府
一
、

　
極
言
・
澄
ハ
可
レ
樂
可
。
罷
、
種
々
言
解
渤
善
懲
悪
、
彼
西
洋
外
道
司
徒
、

　
一
生
工
夫
在
二
天
文
地
理
之
問
一
、
其
世
相
會
則
大
喜
誇
レ
他
、
鋤
レ
他
爲
篇

　
己
算
其
諜
可
レ
惧
可
レ
悪
奥
（
二
6
0
）

邸
ち
、
彿
教
は
、
我
々
の
嘉
肴
経
験
し
得
ざ
る
所
を
も
説
明
し
得

る
は
レ
他
面
の
企
及
し
得
な
い
優
越
購
で
あ
る
と
し
、
覗
野
を
こ

の
現
濡
濡
に
隈
る
儒
教
の
狡
院
さ
を
契
っ
た
。
彼
が
こ
の
様
に
考

へ
た
に
就
て
は
、
別
に
、
積
極
的
理
論
的
勧
工
が
あ
っ
た
の
で
は

な
く
、
一
般
儒
畢
者
の
「
紳
」
の
論
に
見
ら
る
、
如
き
、
「
紳
之
所

在
不
ド
可
二
期
見
一
、
難
〆
不
レ
可
ド
見
而
不
ド
可
算
雷
ド
無
レ
有
畑
。
世
之

益
者
、
於
ド
所
F
不
可
見
雫
言
ド
無
ド
有
織
豊
二
一
大
病
面
一
乎
」
（
二
5
7
）

と
云
っ
た
風
の
溝
極
的
態
度
な
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
該
博
な
る
墨

識
を
以
つ
佛
教
、
儒
教
の
領
域
と
そ
の
本
質
を
か
く
ま
で
に
蔵
然

と
匠
秘
し
、
認
識
し
、
全
重
恩
に
亡
び
行
く
佛
教
的
世
界
観
を
擁
護

し
た
も
の
は
未
だ
嘗
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
誠
に
支
那
金
代
の

碩
學
李
豊
山
の
佛
説
擁
護
論
を
髪
髭
た
ら
し
む
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
森
岱
謙
と
護
法
資
治
論
　
　
　
　
、

四

　
醗
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
上
、
記
の
如
く
佛
教
の
本
來
の
精
一
を
閲

明
す
る
こ
と
に
つ
と
め
來
つ
た
他
面
に
於
て
、
彼
が
儒
教
ま
た
天

圭
教
の
排
佛
論
を
恐
れ
て
み
た
こ
と
を
認
め
す
に
は
み
ら
れ
な

い
。
か
の
程
明
道
、
朱
子
が
佛
敏
の
理
論
に
感
嘆
し
た
こ
と
は
、

先
に
彼
。
か
引
い
て
以
て
窮
論
の
強
調
に
資
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

け
れ
ど
も
、
　
方
こ
の
講
者
の
排
佛
の
語
の
精
緻
な
る
に
一
驚
し

藁
筆
雲
竜
敵
手
鋸
盤
塾
と
鷹
だ
の
で
あ
っ
牝
。
義
、

外
道
た
る
天
主
教
を
指
し
て
コ
生
工
夫
在
二
天
文
地
理
之
間
こ
と

云
っ
た
彼
も
、
嗣
時
に
「
吾
恐
後
世
佛
法
之
大
難
、
必
自
二
天
丈
地

理
一
二
」
（
二
5
9
）
と
云
は
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
，
自
然
三
三

關
明
の
眞
理
の
前
に
結
局
は
屈
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
み
る
も
の
と
も
見
得
る
で
あ
ら
う
っ
藪
に
彼
の
論
の
内
的
弱

黙
を
看
取
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
森
爾
謙
の
護
法
資
治
論
は
右
の
如
き
内
容
を
持
っ
て
る
た
。
然

し
彼
が
不
漁
不
偏
の
立
揚
よ
り
す
る
佛
教
根
本
義
の
擁
護
論
も
ヤ

克
服
さ
れ
行
く
佛
教
的
思
想
の
現
勢
を
救
濟
す
る
こ
と
は
出
來
な

か
っ
た
、
と
は
云
へ
、
感
情
に
走
ら
ん
と
す
る
前
者
へ
の
攻
撃
に

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
巷
　
第
四
號
　
入
六
三

（　185　）



　
　
　
　
　
森
欝
譲
と
護
法
資
漁
論

鋤
し
て
敢
然
と
立
っ
て
之
に
抗
し
、
本
質
を
論
じ
て
、
》
、
の
口
本

文
化
上
に
欝
し
た
償
値
を
認
識
せ
し
め
ん
と
も
た
努
力
は
、
當
時

の
他
の
儒
者
佛
者
の
問
に
そ
の
比
を
見
ざ
る
と
こ
ろ
、
然
も
水
戸

の
庚
．
官
た
り
し
彼
に
し
て
敢
て
こ
の
論
を
な
せ
し
所
に
、
眞
塾
な

る
墨
者
と
し
て
の
彼
の
風
貌
を
窺
ひ
得
る
と
共
に
、
臓
塾
、
不
染

居
士
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
を
感
ず
る
。
爾
後
に
於
け
る
朱
子

學
一
古
學
…
國
學
へ
の
思
想
的
獲
展
に
伸
ひ
、
非
歴
史
的
傾
向
を

離
れ
て
、
歴
吏
的
な
、
よ
り
學
的
な
傾
向
に
赴
い
た
こ
と
を
知
る

と
き
、
そ
の
過
渡
に
立
つ
彼
の
思
想
史
．
上
の
地
位
は
ま
た
顧
み
ら

る
べ
き
も
の
を
持
っ
て
る
る
と
思
．
勘
の
で
あ
る
。

　
附
記
、
こ
の
書
中
に
氏
彼
の
淋
道
観
、
國
鍵
観
、
耶
蘇
教
槻
に
就
て
蓮

　
　
　
　
べ
た
黙
も
多
い
が
、
鰯
れ
な
か
つ
六
〇

　
　
　
　
護
法
資
治
論
ぽ
大
日
本
思
想
圃
謡
史
料
第
二
巻
に
牧
ら
れ
実
う

　
　
　
　
も
の
に
撫
つ
六
。
引
用
句
下
の
括
孤
内
の
扱
字
ほ
頁
数
で
あ

　
　
　
　
る
。
　
・

第
こ
十
兀
毎
無
難
號
　
八
六
四

（IS6）


